私たちが創るくらしの情報誌 by unknown

グ、/レープ編集の
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{その 1) 
我
々
が
共
同
保
育
を
始
め
て
か
ら
1
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
成
り
立
ち
は
永
福
町
グ
ル
ー
プ
に
刊
分
以
上
か
か
っ
て
電
車
で
通
っ
て
い
た
御
手
洗
が
、
近
所
で
新
し
く
始
め
よ
う
と
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
7
・
8
月
号
で
我
が
グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
詳
し
く
報
告
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
叉
御
批
判
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
クー
ル
ー
プ
の
経
過
報
告
-η
年
2
月
中
旬
、
御
手
洗
が
世
田
谷
区
報
で
、
「
わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
H
あ
ん
ふ
あ
ん
て
M
H
で
は
、
共
同
保
育
を
し
て
余
暇
を
活
用
し
て
い
ま
す
己
と
の
よ
び
か
け
を
す
る
。
電
話
の
問
い
合
わ
せ
ば
印
件
あ
ま
り
。
引
日
北
烏
山
地
区
説
明
会
。
6
名
。
御
手
洗
宅
。
こ
の
日
よ
り
西
原
参
加
。
辺
日
赤
堤
地
区
説
明
会
。
御
手
洗
出
席
。
お
日
南
烏
山
地
区
説
明
会
。
御
手
洗
出
席
。
お
日
喜
多
見
地
区
説
明
会
。
御
手
洗
出
席
。
-
3
月
3
日
会
合
。
4
名
。
と
の
日
よ
り
吉
川
参
L止!I
.，;.;........-"' .-~'"'~.:.'--:. 
-
7
月
共
同
保
育
5
因
。
会
員
6
名
。
子
供
9
名
。
子
供
係
4
名
。
外
出
者
2
名
。
7
月
に
入
っ
て
子
供
達
も
随
分
慣
れ
て
き
て
、
工
作
し
た
り
、
川
の
あ
る
公
園
で
水
遊
び
、
庭
に
プ
l
ル
を
だ
し
て
水
着
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
大
分
楽
し
そ
う
な
様
子
が
み
え
る
。
定
例
会
H
8
月
に
事
務
局
に
共
同
保
育
の
ア
ン
ク
l
ト
集
計
に
行
く
日
の
相
談
を
す
る
。
-
8
月
共
同
保
育
5
回
。
旅
行
が
多
く
て
、
毎
回
1
・
2
名
欠
席
。
子
供
係
3
名
。
外
出
者
2
名
。
叉
と
の
夏
は
、
こ
の
他
に
歩
い
て
行
け
る
プ
l
ル
へ
数
円
H
O
'有
μ
日
日
南
烏
山
地
区
会
合
。
日
日
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
作
り
。
4
名。
辺
日
公
園
で
会
合
。
3
名
。
今
後
、
共
同
保
育
を
西
原
、
御
手
洗
、
吉
川
で
や
ろ
う
と
確
認
。
中
旬
永
福
町
グ
ル
ー
プ
が
杉
並
区
報
で
同
じ
様
な
よ
び
か
け
を
す
る
。
電
話
の
問
い
合
わ
せ
叩
件
あ
ま
り
。却
日
杉
並
の
久
我
山
地
区
説
明
会
。
御
手
洗
出
席。
6
名
。
こ
れ
よ
り
穐
回
、
笠
井
、
矢
幅
参
加
。
-
4
月
4
日
久
我
山
グ
ル
ー
プ
公
園
で
会
合
。
日
日
久
我
山
グ
ル
ー
プ
小
金
井
公
園
へ
。
日
日
久
我
山
鳥
山
両
グ
ル
ー
プ
合
流
。
今
後
は
会
員
6
名
、
子
供
9
名
で
や
ろ
う
と
確
認
。
加
日
公
園
へ
0
5
名
出
席
。
お
日
区
立
の
川
の
あ
る
公
園
へ
。
6
名
出
席
。
-
5
月
4
日
児
童
館
で
会
合
。
3
名
出
席
。
以
上
、
グ
ル
ー
プ
を
新
し
く
結
成
す
る
方
々
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、
詳
し
く
書
い
て
み
ま
し
た
。
5
月
よ
り
、
い
よ
い
よ
週
1
回
の
共
同
保
育
開
始
。
原
則
と
し
て
各
家
持
ち
回
り
o
親
は
誰
も
外
出
せ
ず
子
供
を
観
察
。
こ
の
方
法
で
3
回
様
子
を
み
る
。
(
4
月
下
旬
よ
り
御
手
洗
は
2
ク
月
間
不
参
加
。
)
却
・
泊
日
永
福
町
グ
ル
ー
プ
と
合
同
旅
行
。
車
4
台
で
狭
山
湖
へ
。
会
員
9
名
。
子
供
9
名
。
4
ク
月
近
い
準
備
期
間
を
経
て
、
6
月
か
ら
現
在
の
形
の
共
同
保
育
開
始
。
八
共
同
保
育
の
内
容
V
V
毎
週
月
曜
日
。
V
日
時
却
分
集
合
。
日
時
伍
分
外
出
者
外
出
。
ど、ち
占 J
九e
o~長
。
因。
定
例
会
H
9
月
相
模
湖
合
宿
の
相
談
。
む
の
木
の
詩
』
観
賞
の
う
ち
あ
わ
せ
。
映
画
『
ね
-
9月
共
同
保
育
2
回
。
他
の
行
事
が
多
い
の
で
。
今
月
か
ら
通
信
費
と
し
て
肌
円
徴
収
。
皆
が
会
計
と
連
絡
係
を
交
替
で
す
る
よ
う
に
し
た
。
ロ
日
1
お
誕
生
パ
ー
テ
ィ
7
・
8
・
9
月
生
ま
れ
の
子
供
3
名
は
招
待
で
、
他
の
月
の
者
3
名
で
準
備
。
ロ
時
開
始
、
部
屋
中
を
折
り
紙
で
飾
り
つ
け
た
中
で
、
ロ
l
ソ
ク
を
消
し
、
歌
い
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
本
を
渡
し
、
お
菓
子
屋
さ
ん
顔
負
け
の
汽
車
の
型
を
し
た
ク
I
キ
を
食
べ
、
紙
芝
居
を
し
て
凶
時
解
散
。
皆
初
め
て
で
興
奮
気
味
。
飾
り
つ
け
の
材
料
や
昼
食
・
お
や
つ
を
入
れ
て
費
用
は
1
人
側
円
也
。
国
・
四
日
H
相
模
湖
へ
旅
行
。
(
日
月
号
に
詳
し
く
褐
載
し
て
あ
り
ま
す
。
)
会
員
全
員
と
つ
れ
あ
い
2
名
参
加
。
自
動
車
係
兼
子
供
係
で
し
た
。
幻
日
H
は
じ
め
て
の
読
書
会
。
五
木
寛
之
著
『
内
灘
夫
人
』
レ
ポ
ー
タ
ー
士
口
川
。
定
例
会
日
ハ
イ
キ
ン
グ
と
忘
年
会
の
相
談
。
会
と
旅
行
の
反
省
。
誕
生
-
m月
共
同
保
育
3
回
。
今
月
か
ら
吉
川
は
身
体
の
調
子
が
悪
く
、
検
査
に
か
け
回
り
欠
席
が
多
い
。
ロ
日
読
書
会
H
飯
田
鶴
子
著
『
神
へ
の
告
発
』
レ
ポ
ー
タ
ー
御
手
洗
。
お
日
H
定
例
会
を
兼
ね
神
代
植
物
園
へ
。
皆
で
手
分
け
し
て
作
っ
た
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
を
持
参
。
会
員
3
名
、
子
供
5
名
、
病
気
欠
席
が
多
い
。
却
日
1
笠
井
が
一
時
間
ほ
ど
離
れ
た
国
分
寺
へ
引
越
の
為
の
送
別
会
。
穐
田
家
に
て
親
達
が
御
馳
走
を
ロ
時
か
ら
昼
食
。
(
弁
当
持
参
)
日
時
か
ら
近
く
の
公
園
へ
。
(
雨
の
時
は
、
定
例
会
で
計
画
し
て
あ
る
工
作
を
す
る
)
日
時
か
ら
お
や
つ
。
(
多
く
は
お
手
製
の
ク
l
キ
)
お
時
必
分
外
出
者
帰
宅
。
日
時
解
散
。
V
子
供
の
年
齢
は
6
月
現
在
、
-
歳
4
ヶ
月
よ
り
3
歳
叩
ク
月
。
9
名
(
田
刀
4
名
・
女
5
名
)
V
距
離
は
南
北
2
v畑
、
東
西
山
v阻
の
範
囲
内
で
、
徒
歩
、
又
は
自
転
車
・
自
動
車
を
利
用
。
V
費
用
は
、
場
所
代
ご
家
族
問
円
。
お
や
つ
代
1
名
印
円
。
V
子
供
手
帳
を
各
自
で
作
り
、
緊
急
時
の
連
絡
先
、
子
供
の
様
子
等
を
書
い
て
お
き
、
外
出
す
る
人
は
当
日
の
予
定
、
注
意
等
を
書
い
て
預
け
る
。
子
供
係
は
、
そ
の
子
の
状
態
を
書
き
と
め
、
解
散
の
時
手
渡
す
o
v
定
例
会
H
月
末
に
月
の
計
画
を
た
て
る
。
V
読
書
会
H
月
1
回
。
レ
ポ
ー
タ
ー
は
交
替
制
。
V
誕
生
会
H
9
名
の
子
供
を
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
年
3
回
実
施
。
V
旅
行
は
年
2
回
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
月
1
回。
マ
ヘ
ル
パ
l
制
H
場
所
代
一
家
族
問
円
プ
ラ
ス
1
時
間
に
つ
き
1
人
却
円
。
多
い
人
は
毎
週
、
少
な
い
人
は
月
1
回
程
度
利
用
。
V
ノ
l
ト
H
共
同
保
育
用
の
ノ
l
卜
(
後
述
)
を
毎
回
記
入
。
叉
、
別
の
ノ
l
ト
に
は
、
雑
記
帳
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
記
し
て
い
る
。
-
6
月
共
同
保
育
4
回
。
会
員
5
名
で
子
供
7
名
。
子
供
係
3
名
に
外
出
者
2
名
。
こ
の
月
か
ら
は
じ
め
て
外
出
。
母
親
の
姿
、
が
見
え
な
く
な
る
と
、
叩
分
か
ら
岨
分
位
泣
く
子
が
多
い
。
定
例
会
H
プ
l
ル
誕
生
会
読
書
会
の
計
画
。
。食べ
て
飲
む
会
に
な
り
、
帰
宅
は
午
前
様
。
定
例
会
H
へ
ル
パ
l
制
の
費
用
の
変
更
。
忘
年
会
の
相
談
。
-
U
月
共
同
保
育
4
因
。
笠
井
は
行
事
だ
け
参
加
。
西
原
は
、
こ
の
月
か
ら
子
供
を
預
け
る
事
に
す
る
。
(
今
迄
は
、
親
の
方
が
心
配
で
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
)
新
し
く
大
久
保
参
加
。
し
か
し
地
域
、
子
供
の
年
齢
、
ス
ペ
ー
ス
の
点
で
無
理
な
の
で
、
可
能
な
場
合
に
の
み
参
加
。
(
例
え
ば
公
園
等
)
日
日
読
書
会
H
椎
名
麟
三
著
『
徴
役
人
の
告
発
』
レ
ポ
ー
タ
ー
矢
幅
。
却
日
H
上
野
動
物
園
へ
パ
ン
ダ
見
物
と
ピ
カ
ソ
展
へ
。
上
野
迄
は
遠
か
っ
た
し
電
車
の
混
雑
も
ひ
ど
く
て
、
皆
ぐ
っ
た
り
。
定
例
会
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
相
談
。
車
で
皆
を
運
ぶ
事
の
多
い
穐
田
に
場
合
に
応
じ
数
十
円
払
う
事
に
決
定
。
-
U
月
共
同
保
育
3
回
。
毎
回
誰
か
が
風
邪
の
為
欠
席
。
親
子
共
々
、
慣
れ
て
き
て
余
裕
が
で
る
。
4
日
H
忘
年
会
(
横
浜
元
町
と
中
華
街
)
日
曜
日
な
の
で
子
供
を
夫
に
預
け
て
、
の
ん
び
り
と
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
食
事
。
4
名
参
加
0
2
日
H
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
午
前
中
は
会
員
が
藤
編
み
を
習
っ
て
い
る
の
で
そ
の
午
後
、
定
例
会
も
兼
ね
た
パ
ー
テ
ィ
。
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
沢
山
作
り
ケ
l
キ
の
上
に
飾
っ
た
の
と
恒
例
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ン
チ
o
夕
方
病
院
へ
三
軒
が
急
に
行
く
の
で
ヘ
ル
パ
l
制
で
や
り
く
り
、
大
忙
し
の
一
日
。
-
河
年
1
月
お
正
月
は
東
京
脱
出
組
も
多
く
て
、
共
同
保
育
は
1
回
。
-2 
、
n
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こ
れ
か
ら
の
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
を
考
え
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
主
な
流
れ
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
最
近
入
会
し
た
方
な
ど
に
も
何
か
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
八
初
年
度
V
布
年
3
月
朝
日
新
聞
に
「
子
持
ち
女
集
ま
れ
/
」
の
呼
び
か
け
が
掲
載
さ
れ
た
初
会
合
を
も
っ
た
一
東
京
吉
祥
寺
「
武
蔵
野
公
会
堂
」
と
銀
座
「
ス
リ
1
ポ
イ
ン
ト
」
に
て
情
報
誌
創
刊
号
を
発
行
住
友
海
上
火
災
と
相
互
託
児
保
険
(
損
保
)
を
契
約
月
刊
誌
「
す
て
き
な
お
母
さ
ん
」
(
文
化
出
版
)
と
の
協
力
に
よ
り
、
託
児
付
き
銀
座
ツ
ア
ー
を
企
画
主
催
「あんふあんて」を
あんふあんてしよう/
今
ま
で
の
主
な
流
れ
7 
月
9 8 
月月
同
八
二
年
度
V
M
月
参
加
費
(
1
5
0
円
)
を
徴
収
開
始
日
月
朝
日
新
聞
に
「
相
互
託
児
保
険
が
つ
け
が
り
が
あ
っ
て
、
リ
ー
ド
し
つ
つ
も
頼
り
切
ら
れ
る
ほ
ど
で
な
く
、
会
員
全
体
を
感
じ
な
が
ら
も
ス
タ
ッ
フ
各
自
の
個
性
を
出
し
、
今
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
や
り
つ
つ
先
を
考
え
る
:
・
:
・
こ
れ
が
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
い
ち
ば
ん
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
叉
、
今
年
も
ス
ク
ジ
ュ
ー
ル
的
に
余
裕
が
な
く
、
発
行
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
と
て
も
気
が
か
り
で
し
た
。
結
局
、
誌
面
に
も
う
一
工
夫
足
ら
な
い
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
や
小
見
出
し
・
文
章
・
詩
・
イ
ラ
ス
ト
・
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
余
裕
の
な
い
の
が
す
ぐ
出
ち
ゃ
う
ん
で
す
ヨ
ネ
。
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
方
等
を
少
し
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
八
企
画
・
会
合
に
つ
い
て
V
参
加
者
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
ミ
ズ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
形
は
今
年
は
な
く
、
何
か
会
員
が
一
つ
と
な
っ
て
や
れ
る
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
ベ
ビ
i
コ
ー
ナ
ー
の
署
名
集
め
や
国
立
婦
人
教
育
会
館
へ
の
要
望
書
と
い
う
の
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
ひ
き
つ
づ
き
、
し
ぶ
と
く
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
会
合
な
ど
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
編
集
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
余
力
が
な
く
、
ど
う
も
活
発
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
会
合
設
定
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
こ
と
や
、
参
加
へ
の
呼
び
か
け
が
特
に
な
い
等
の
点
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
や
り
た
い
企
画
・
会
合
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
で
や
り
切
る
限
界
が
あ
る
以
上
、
も
っ
と
み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
形
が
必
要
で
す
。
定
期
的
な
ス
タ
ッ
フ
で
な
く
て
も
、
あ
る
時
期
だ
け
な
ら
手
伝
え
る
と
か
、
グ
ル
ー
プ
主
催
と
か
も
い
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ら
れ
た
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
経
済
的
、
人
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
「
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ボ
イ
ス
社
」
が
解
散
第
1
回
ミ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
催
「
恐
ろ
し
い
合
成
洗
剤
一
(
ゲ
ス
ト
一
柳
沢
文
正
さ
ん
)
、
「
子
ど
も
な
ん
て
こ
わ
く
な
い
」
(
ゲ
ス
ト
・
犬
養
智
子
さ
ん
)
第
2
回
ミ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
催
テ
1
7
は
「
母
の
日
を
考
え
る
」
ゲ
ス
ト
は
犬
養
智
子
さ
ん
保
険
料
捻
出
の
た
め
に
ベ
ビ
l
用
品
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
有
志
に
よ
り
行
う
第
3
回
ミ
ズ
ス
ク
ー
ル
を
千
葉
県
こ
ど
も
の
国
の
プ
l
ル
サ
イ
ド
に
て
開
催
同
第
2
回
魔
女
コ
ン
サ
ー
ト
託
児
協
力
9
月
保
険
契
約
を
更
新
八
三
年
度
V
叩
月
参
加
費
を
3
0
0
円
に
改
定
同
新
ス
タ
ッ
フ
〈
臼
名
)
で
新
年
度
ス
タ
3
1
・ト
e
子
連
れ
パ
ー
テ
ィ
開
催
一
タ
カ
ノ
中
野
坂
上
庖
に
て
共
同
保
育
、
ヘ
ル
パ
l
制
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
、
回
収
第
4
回
ミ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
催
テ
l
マ
は
「
混
乱
す
る
幼
児
教
育
」
ゲ
ス
ト
は
矢
野
蕎
男
さ
ん
保
険
料
捻
出
の
た
め
、
子
連
れ
映
画
会
「
ね
む
の
木
の
詩
」
を
主
催
花
年
3
月
η
年
1
月
12 
月
5 
月
7 
月
8 
月
12 
月
4 
月
9 
月
八
四
年
度
v
m月
保
険
契
約
再
更
新
同
新
ス
タ
ッ
フ
(
8
名
)
に
よ
り
新
年
度
八
広
報
・
宣
伝
・
広
げ
方
に
つ
い
て
V
マ
ス
コ
ミ
へ
は
と
ち
ら
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
女
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
や
ミ
ニ
コ
ミ
へ
は
初
め
て
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。
叉
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
チ
ラ
シ
等
を
ま
だ
つ
く
れ
な
い
で
い
た
の
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
し
た
。
叉
、
会
員
の
自
主
的
な
ク
チ
コ
ミ
に
よ
る
入
会
も
尚
唱
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
会
員
や
各
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
意
味
で
も
、
や
っ
ぱ
り
も
っ
と
広
く
あ
ん
ふ
あ
ん
て
を
知
ら
し
め
、
会
員
を
募
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
・
ミ
ニ
コ
ミ
・
チ
ラ
シ
等
、
も
う
少
し
積
極
的
に
宣
伝
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
制
実
際
の
活
動
〈
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
V
や
っ
と
、
グ
ル
ー
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ハ
ガ
キ
に
よ
っ
て
現
状
把
握
が
少
し
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ス
タ
ッ
フ
・
事
務
局
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
叉
、
グ
ル
ー
プ
の
つ
な
が
り
も
地
域
的
に
近
い
も
の
ど
う
し
ゃ
、
や
り
方
や
問
題
点
が
似
て
い
る
も
の
ど
う
し
、
経
験
豊
富
な
グ
ル
ー
プ
と
で
き
た
て
の
グ
ル
ー
プ
等
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
方
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
地
域
や
、
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
地
域
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
後
押
し
し
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
月
刊
年
1
月
ス
タ
ー
ト
国
立
婦
人
教
育
会
館
に
て
有
志
が
合
宿
国
立
婦
人
教
育
教
育
会
館
へ
の
要
望
書
提
出
「
新
幹
線
に
ベ
ビ
l
コ
ー
ナ
ー
を
/
」
の
署
名
集
め
を
開
始
新
宿
西
口
公
園
に
て
「
新
幹
線
:
;
:
」
の
街
頭
署
名
集
め
国
鉄
に
要
望
書
及
び
署
名
を
提
出
2 
月
5 
月
同今
年
度
を
振
り
返
り
つ
つ
来
年
度
へ
向
け
て
制
具
体
的
展
開
八
情
報
誌
に
つ
い
て
V
書
き
手
が
広
が
っ
て
変
化
に
富
み
、
情
報
誌
も
ひ
と
つ
の
出
合
い
の
場
・
媒
体
物
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
の
物
で
は
な
い
こ
と
や
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
創
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
が
少
し
ず
つ
表
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
書
く
気
が
お
き
る
よ
う
な
工
夫
・
雰
囲
気
・
誌
面
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
編
集
の
ベ
i
ジ
な
ど
も
続
け
て
期
待
し
て
い
い
で
す
ネ
。
雑
多
さ
の
反
面
、
あ
る
程
度
の
集
中
し
て
い
く
感
じ
と
い
う
も
の
を
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。
今
年
は
あ
ま
り
強
〈
打
ち
出
さ
ず
に
と
ス
タ
ッ
フ
は
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
「
国
立
婦
人
教
育
会
館
」
「
国
鉄
ベ
ピ
l
コ
ー
ナ
ー
」
「
共
同
保
育
考
」
と
け
つ
こ
う
あ
り
ま
し
た
。
一
方
的
に
な
ら
ず
に
盛
り
上
-
p
 
f
l
H
 
h
U
叫
P
4
0
守
、
Q
ybr帆
ψ
、
内
ω
八
共
同
保
育
に
つ
い
て
V
ま
ず
、
以
前
回
収
し
集
計
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ハ
ウ
ツ
l
的
な
段
階
を
ま
と
め
、
新
し
い
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
に
申
し
送
り
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
後
半
や
っ
て
き
た
共
同
保
育
考
の
よ
う
な
大
ざ
っ
ぱ
な
問
題
点
の
洗
い
直
し
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
が
成
長
し
て
あ
ま
り
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
せ
つ
ぽ
つ
ま
っ
て
の
必
要
性
が
薄
ら
ぐ
と
か
、
第
二
子
出
産
で
手
が
か
か
る
と
か
で
、
退
会
す
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
、
共
同
保
育
・
預
け
合
い
の
と
ら
え
方
が
つ
か
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
ー
ジ
ー
に
引
っ
込
ん
で
し
ま
う
形
で
は
な
く
、
叉
新
し
く
つ
く
る
気
で
グ
ル
ー
プ
等
の
や
り
方
を
変
え
て
い
く
形
へ
と
模
索
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
共
同
保
育
だ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
子
育
て
に
お
け
る
こ
ま
か
い
疑
問
点
を
み
ん
な
で
出
し
合
い
考
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
と
い
う
と
、
オ
ム
ツ
を
換
え
て
:
:
:
の
時
期
だ
け
と
思
う
の
は
大
ま
ち
が
い
で
す
。
年
齢
が
上
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
肉
体
労
働
的
疲
労
は
薄
ら
ぐ
け
れ
ど
、
も
っ
と
複
雑
に
難
し
い
カ
ベ
の
精
神
的
疲
労
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
カ
ベ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
ぶ
つ
か
る
た
め
に
も
、
心
の
支
え
と
な
る
人
間
関
係
が
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
る
の
で
す
か
ら
。
八
ヘ
ル
パ
l
制
に
つ
い
て
V
共
同
保
育
の
方
へ
思
い
入
れ
が
片
寄
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
り
と
誰
も
が
で
き
う
る
形
の
へ
ル
パ
l
制
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
み
つ
め
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
預
け
合
い
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
た
-6ー-7ー
最
近
の
風
潮
の
中
で
、
あ
ん
ふ
あ
ん
て
な
り
の
預
け
合
い
を
確
立
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
時
間
を
も
つ
た
め
の
へ
ル
パ
l
制
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
共
同
保
育
的
志
向
の
意
味
を
も
っ
た
も
の
な
ど
も
あ
り
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
で
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
何
と
か
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
現
実
的
で
、
よ
り
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
例
制
運
営
八
事
務
局
に
つ
い
て
V
一
応
、
や
る
べ
き
こ
と
が
ち
が
う
の
で
す
か
ら
、
事
務
局
と
ス
タ
ッ
フ
は
ち
が
う
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
同
じ
人
が
や
っ
て
い
る
の
で
同
じ
に
思
え
て
し
ま
う
み
た
い
で
す
。
ホ
ン
ト
は
も
っ
と
事
務
局
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
や
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
山
積
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
て
手
っ
か
ず
で
す
。
誰
か
助
け
て
/
八
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
V
今
の
形
の
子
な
し
で
週
1
度
事
務
局
へ
来
れ
る
人
と
い
う
制
約
で
も
や
れ
る
人
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ス
タ
ッ
フ
を
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
毎
週
で
な
く
て
も
月
1
度
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、
ヘ
ル
パ
l
し
あ
っ
て
で
き
る
こ
と
を
や
る
と
か
、
家
で
も
で
き
る
こ
と
を
や
る
と
か
の
人
も
大
い
に
歓
迎
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
毎
週
子
な
し
で
来
れ
そ
う
だ
と
い
う
意
欲
あ
ふ
れ
る
新
ス
タ
ッ
フ
も
期
待
し
て
い
ま
す
ョ
。
な
か
な
か
一
挙
に
全
体
を
見
つ
っ
と
か
、
主
体
的
に
動
く
と
か
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
何
か
少
し
ず
つ
や
り
な
が
ら
そ
う
い
う
と
と
は
ん
だ
言
い
な
が
ら
、
や
っ
と
つ
く
り
上
げ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
も
う
ち
ょ
っ
と
具
体
的
な
年
度
方
針
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
b
の
よ
う
に
、
昨
年
こ
れ
ら
の
方
針
を
検
討
し
て
い
る
時
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
男
性
会
員
の
こ
と
で
し
た
。
問
題
に
な
っ
た
割
に
は
、
今
年
度
特
に
男
性
会
員
の
入
会
希
望
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
。
そ
ん
な
に
焦
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
一
応
基
本
的
な
こ
と
な
の
で
検
討
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
e
は
そ
の
前
の
年
度
の
反
省
と
し
て
出
て
き
た
も
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
で
も
や
り
切
れ
る
く
ら
い
の
入
り
口
の
数
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
、
中
へ
入
っ
て
か
ら
の
展
開
を
情
報
誌
の
文
章
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
工
夫
を
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
と
れ
は
、
要
望
書
や
署
名
等
、
割
と
で
き
た
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
。
f
は
イ
キ
イ
キ
し
た
自
分
で
あ
る
に
は
、
イ
キ
イ
キ
し
た
あ
ん
ふ
あ
ん
て
・
情
報
誌
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
の
反
対
も
必
要
で
す
が
。
今
、
さ
か
ん
に
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
g
は
前
の
年
度
で
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
情
報
誌
づ
く
り
や
発
送
・
会
合
設
定
等
を
や
り
切
ろ
う
と
し
、
逆
に
閉
鎖
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
い
う
反
省
か
ら
出
て
き
ま
し
た
が
、
情
報
誌
へ
の
投
稿
・
参
加
と
い
う
点
で
は
よ
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
運
営
の
中
で
も
誰
も
が
関
係
し
て
い
る
金
銭
的
運
営
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
み
ん
な
の
気
持
ち
が
先
へ
先
へ
と
向
い
て
欲
し
い
ナ
ァ
と
、
私
が
払
わ
な
き
ゃ
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
と
そ
の
く
ら
い
の
気
が
ま
え
で
い
て
欲
し
い
ナ
ァ
と
思
う
の
で
す
。
で
き
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
を
あ
ん
ふ
あ
ん
て
し
て
い
く
熱
意
さ
え
あ
れ
ば
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
や
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
つ
く
づ
く
と
、
子
連
れ
で
来
れ
る
空
間
が
欲
し
い
ナ
ァ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
八
お
金
に
つ
い
て
V
今
の
ま
ま
で
も
何
と
か
辰
低
限
は
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
保
険
料
分
だ
け
不
足
し
ま
し
た
し
、
先
を
見
て
い
く
だ
け
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
費
以
外
の
資
金
獲
得
を
積
極
的
に
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
数
的
に
も
こ
の
ま
ま
し
り
す
ぼ
み
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
広
げ
て
い
く
た
め
に
も
資
金
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。
八
保
険
に
つ
い
て
V
今
年
度
と
同
じ
条
件
で
そ
の
ま
ま
再
契
約
し
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
険
を
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
小
さ
な
無
認
可
保
育
所
や
、
催
し
を
主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
の
問
い
合
わ
せ
も
く
る
よ
う
に
な
り
、
せ
っ
か
く
の
保
険
を
活
か
す
た
め
に
も
、
あ
ん
ふ
あ
ん
て
の
趣
旨
を
説
明
し
全
員
の
入
会
を
と
い
う
こ
と
で
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
叉
、
物
に
対
す
る
保
障
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
個
人
宅
に
し
ろ
、
公
共
施
設
に
し
ろ
、
室
内
や
家
具
等
の
消
耗
は
か
な
り
激
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
険
と
い
う
形
に
す
る
か
、
あ
ん
ふ
あ
ん
て
で
積
立
て
か
何
か
す
る
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
修
理
消
耗
費
と
し
て
実
費
処
理
す
る
か
等
の
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
来
年
度
の
検
討
す
べ
き
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
八
来
年
度
の
基
本
的
方
針
・
姿
勢
に
つ
い
て
V
年
度
方
針
の
以
前
の
問
題
と
し
て
、
あ
ん
ふ
あ
ん
て
の
趣
意
書
の
中
に
、
今
年
度
の
方
針
の
a
、
b
、
c
、
d
、
を
含
め
、
趣
意
書
を
つ
く
り
な
お
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
o
そ
の
上
で
、
来
年
度
の
方
針
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
姿
勢
「
み
ん
な
で
つ
く
る
H
あ
ん
ふ
あ
ん
て
H
」
を
提
案
し
ま
す
。
例
え
ば
「
み
ん
な
で
つ
く
る
情
報
誌
」
で
あ
り
、
「
み
ん
な
で
つ
く
る
金
銭
的
基
盤
」
で
あ
っ
た
り
も
す
る
わ
け
で
す
。
グ
ル
ー
プ
運
営
な
ど
に
し
て
も
、
自
分
の
参
加
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
や
共
同
保
育
で
も
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
み
つ
け
た
問
題
点
や
解
決
策
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
も
の
に
す
べ
く
伝
え
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
ネ
。
こ
れ
ら
を
ど
う
や
っ
て
具
体
的
に
展
開
す
る
か
は
、
来
期
ス
タ
ッ
フ
の
う
で
の
み
せ
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
凶
、
倒
、
例
制
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
で
す
け
れ
ど
o
こ
う
や
っ
た
ら
、
ど
う
か
と
か
の
提
案
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
ま
か
い
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。
八
来
年
度
の
テ
l
マ
V
こ
の
M
H
み
ん
な
で
つ
く
る
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
グ
の
姿
勢
の
中
で
、
特
に
来
年
度
の
テ
l
マ
と
し
て
と
り
上
げ
て
い
っ
た
ら
E
思
う
の
が
、
M
W
預
け
合
い
H
》
」
ぷ
女
の
自
立
H
で
す
。
私
た
ち
は
預
け
合
い
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
か
か
え
た
女
の
人
も
イ
キ
イ
キ
と
生
き
れ
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
、
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
預
け
合
い
と
い
う
方
法
を
試
行
錯
誤
し
て
み
よ
う
と
い
う
と
と
で
す
ネ
。
ま
ず
は
預
け
合
い
を
と
に
か
く
一
応
の
形
に
し
て
い
こ
う
と
夢
中
で
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
い
ら
で
、
預
け
合
い
基
方
針
本
的
八
今
年
度
の
場
合
V
a
m
あ
ん
ふ
あ
ん
て
M
H
と
い
う
ワ
ク
を
少
し
ず
つ
広
げ
る
方
向
で
b
H
子
育
て
H
を
通
し
て
女
と
女
が
、
女
と
男
が
、
つ
な
が
る
会
に
C
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
、
ま
わ
り
を
見
な
が
ら
、
あ
ん
ふ
あ
ん
で
し
ょ
う
d
「
イ
キ
イ
キ
と
自
分
を
生
き
る
」
「
人
間
関
係
を
考
え
る
」
「
生
活
の
中
か
ら
」
の
3
つ
の
視
点
を
e
手
を
広
げ
す
ぎ
ず
、
幅
広
い
表
現
で
展
開
を
f
イ
キ
イ
キ
と
し
た
情
報
誌
づ
く
り
を
g
運
営
は
ス
タ
ッ
フ
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
く
以
上
が
今
年
度
の
基
本
的
方
針
で
し
た
。
一
年
度
の
方
針
と
い
う
よ
り
は
、
会
の
基
本
的
な
意
味
づ
け
と
い
っ
た
函
も
含
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
さ
て
、
今
年
度
は
ど
う
だ
つ
た
か
と
問
い
返
し
て
み
る
と
、
確
実
に
具
体
的
に
ゃ
れ
た
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
は
、
方
針
の
立
て
方
が
し
ぼ
り
こ
ん
で
な
か
っ
た
か
ら
と
も
思
え
ま
す
。
a
、
b
、
c
、
d
、
ど
れ
も
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
の
会
の
性
格
・
特
長
・
基
本
的
姿
勢
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
も
っ
て
い
た
い
こ
と
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
3
年
間
で
み
ん
な
で
何
だ
か
-8-
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。の
部
分
も
少
し
整
理
し
、
本
来
の
女
が
イ
キ
イ
キ
生
き
る
と
い
う
こ
と
へ
も
少
し
ア
タ
ッ
ク
を
し
始
め
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
預
け
合
い
の
部
分
か
ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
し
、
女
が
イ
キ
イ
キ
生
き
る
こ
と
自
体
も
見
え
て
き
て
も
い
ま
す
が
、
新
し
く
入
会
し
た
人
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
入
会
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
ひ
と
つ
の
M
H
あ
ん
ふ
あ
ん
て
風
預
け
合
い
論
H
を
つ
く
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
叉
、
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た
子
ど
も
の
と
と
が
ホ
ッ
と
一
段
落
着
い
て
、
多
く
の
人
が
ぶ
つ
か
る
の
が
グ
自
立
H
ど
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
胸
の
中
で
悶
奇
と
し
て
、
自
分
な
り
の
何
ら
か
の
解
決
法
を
見
出
し
て
は
い
る
け
れ
ど
、
あ
ま
り
口
に
出
し
て
は
言
わ
ず
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。
今
ま
で
形
づ
く
っ
て
き
た
「
自
立
」
と
い
う
こ
と
ば
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
の
び
や
か
に
自
分
の
と
と
を
と
ら
え
き
れ
ず
に
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
自
立
」
と
い
う
よ
り
「
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。
グ
あ
ん
ふ
あ
ん
て
風
イ
キ
イ
キ
論
M
H
を
つ
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
考
え
合
い
、
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か。
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今
ま
で
述
べ
て
き
た
の
は
、
今
年
度
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
提
案
で
す
。
や
っ
て
き
た
中
か
ら
来
年
度
の
こ
と
を
考
え
る
材
料
を
い
っ
ぱ
い
も
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
た
た
き
台
と
し
て
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
0
8
月
末
が
〆
切
で
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
ネ
。


